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ニュースニュースNo.1No.1

協働推進会議委員は以下のとおりです。協働推進会議委員は以下のとおりです。
((五十音順）五十音順）

池本薫　内田俊　内田哲世　宇津木朋子池本薫　内田俊　内田哲世　宇津木朋子
岡島順子　河崎民子　小杉皓男　小林敏興　岡島順子　河崎民子　小杉皓男　小林敏興　
林泰義　　藤田高恵　百瀬比奈子　渡辺精子林泰義　　藤田高恵　百瀬比奈子　渡辺精子
清水和男清水和男((職員メンバー）職員メンバー）
熊谷薫熊谷薫((職員メンバー）職員メンバー）

※当日欠席委員の方※当日欠席委員の方
伊藤健司　内海麻利　中村一夫　平塚恵一伊藤健司　内海麻利　中村一夫　平塚恵一

　６月１３日、　６月１３日、昨年に続き二回目となる協働事業提昨年に続き二回目となる協働事業提

案の公開プレゼンテーションが開催されました。案の公開プレゼンテーションが開催されました。ここ

の場は協働推進会議の委員と広く市民に対して協働の場は協働推進会議の委員と広く市民に対して協働

事業提案を説明し、事業提案を説明し、相互理解を広めることを目的と相互理解を広めることを目的と

して開かれるものです。して開かれるものです。

　今年は行政職員が自主的に多数参加しました。　今年は行政職員が自主的に多数参加しました。ここ

のことによって大和市の協働事業に対する市民と行のことによって大和市の協働事業に対する市民と行

政の相互理解をより一層進めることが期待できる場政の相互理解をより一層進めることが期待できる場

となりました。となりました。提案された協働事業提案は、提案された協働事業提案は、全部で全部で

１４件ありましたが、１４件ありましたが、辞退が２件ありましたので発辞退が２件ありましたので発

表された提案は全部で１２件でした。表された提案は全部で１２件でした。昨年の１７件昨年の１７件

より少なくなりましたが、より少なくなりましたが、その分きめの細かい検討その分きめの細かい検討

が成されたように思います。が成されたように思います。

　もう一つの特徴として、　もう一つの特徴として、今年は行政からも協働事今年は行政からも協働事

業提案が２件出されたことがあります。業提案が２件出されたことがあります。協働事業の協働事業の

あり方がいよいよ本格的に問われる公開プレゼンあり方がいよいよ本格的に問われる公開プレゼン

テーションになってきたことが林代表のあいさつのテーションになってきたことが林代表のあいさつの

中でも確認されました。中でも確認されました。　　

　７月１８日までの公開調整期間に向けて、　７月１８日までの公開調整期間に向けて、平成平成

１６年度の協働事業提案に対する検討がいよいよス１６年度の協働事業提案に対する検討がいよいよス

タートしました。タートしました。

６月１４日～７月１６日　公開調整６月１４日～７月１６日　公開調整

公開検討会に向けて協働事業提案者と市担当公開検討会に向けて協働事業提案者と市担当

課ないしは関係者との調整期間です。課ないしは関係者との調整期間です。

６月１３日　公開プレゼンテーション６月１３日　公開プレゼンテーション

協働事業提案者が協働事業の内容を公開で説協働事業提案者が協働事業の内容を公開で説

明します。明します。（このニュースでお知らせしている（このニュースでお知らせしている

会議）会議）

７月１８日　公開検討会７月１８日　公開検討会

公開調整を経て提案された協働事業がどのよ公開調整を経て提案された協働事業がどのよ

うに修正されたかを確認し、うに修正されたかを確認し、協働事業として協働事業として

の実現の可能性を話し合います。の実現の可能性を話し合います。

８月２５日８月２５日（予定）　市長への提言（予定）　市長への提言　　

協働推進会議より市長に対して協働事業提案協働推進会議より市長に対して協働事業提案

に対する意見を提言します。に対する意見を提言します。

１０月１日１０月１日（予定）　（予定）　

市長の検討結果説明市長の検討結果説明

提言に対する市の検討結果の説明が市長より提言に対する市の検討結果の説明が市長より

行われます。行われます。



■協働事業提案のプレゼンテーション■協働事業提案のプレゼンテーション

　協働事業の各提案者に事業の概要と協働の可能性について説明していただきました　協働事業の各提案者に事業の概要と協働の可能性について説明していただきました（ここでは個人（ここでは個人
による提案を含め、による提案を含め、当日発表した１２団体の発表の様子をお知らせしています。当日発表した１２団体の発表の様子をお知らせしています。１～１２までの数字１～１２までの数字
は当日の発表順を表しています）。は当日の発表順を表しています）。
　その後の提案市場で協働推進会議委員や参加した市民の方から、　その後の提案市場で協働推進会議委員や参加した市民の方から、提案に対するアドバイスと質問を提案に対するアドバイスと質問を
頂きました。頂きました。
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・・林代表からの挨拶林代表からの挨拶
協働事業の進め方としては、協働事業の進め方としては、今日提案を発表して今日提案を発表して

もらい、もらい、行政と市民が出会ってこれから協議に入っ行政と市民が出会ってこれから協議に入っ

ていくことになります。ていくことになります。協働事業を本格化していく協働事業を本格化していく

ためのお手伝いが推進会議の仕組みです。ためのお手伝いが推進会議の仕組みです。その代表その代表

を務めている林です。を務めている林です。行政と市民の方が対等に智恵行政と市民の方が対等に智恵

と資源を出し会いながら協働を実質的に始めていると資源を出し会いながら協働を実質的に始めている

自治体としては大和が先頭を走っていると思います。自治体としては大和が先頭を走っていると思います。

しっかり提案してもらうと同時に公開でやっているしっかり提案してもらうと同時に公開でやっている

ことで、ことで、何をしようとしているか行政に何ができる何をしようとしているか行政に何ができる

かをお互いにわかっていくことが、かをお互いにわかっていくことが、重要です。重要です。情報情報

を共有することでこれからの市民社会が見えてくるを共有することでこれからの市民社会が見えてくる

ことになります。ことになります。この時間をオープンにしてリラッこの時間をオープンにしてリラッ

クスして進めていきたいと思います。クスして進めていきたいと思います。

・・清水市民経済部長清水市民経済部長
昨年は２６件の提案があり１７件のプレゼンがあ昨年は２６件の提案があり１７件のプレゼンがあ

りました。りました。実際に９件が動き出しています。実際に９件が動き出しています。国の対国の対

策として、策として、フリーター対策をフリーター対策をNPONPOにという報道が最にという報道が最

近ありましたが、近ありましたが、大和市では既に協働事業として取大和市では既に協働事業として取

り組んでいます。り組んでいます。将来的にはプロムナード、将来的にはプロムナード、大和駅大和駅

周辺の整備にも協働事業を立ち上げていきたいと考周辺の整備にも協働事業を立ち上げていきたいと考

えています。えています。今日は来年度に向けて協働事業がいく今日は来年度に向けて協働事業がいく

つ立ち上がるか楽しみにしています。つ立ち上がるか楽しみにしています。



20042004６月６月1313日日  公開シンポジウムニュース公開シンポジウムニュース 0303

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・カウンセリング講座を開催している。カウンセリング講座を開催している。（現在２回目）（現在２回目）最初は教育、最初は教育、保育士保育士

でスタートした。でスタートした。子どもたちとのコミュニケーションを重視していきたい。子どもたちとのコミュニケーションを重視していきたい。

・・カウンセリングのスキルをもっと家庭や学校で活かすために、カウンセリングのスキルをもっと家庭や学校で活かすために、身近に学身近に学

べる場をつくりたい。べる場をつくりたい。（身近に気軽にをモットーに）（身近に気軽にをモットーに）

・・カウンセリング、カウンセリング、子育てに関する講座を月１回程度開催し、子育てに関する講座を月１回程度開催し、小中学生の小中学生の

お母さんに対しても、お母さんに対しても、学校という枠を越えて本当に子どものために意味あ学校という枠を越えて本当に子どものために意味あ

る関りを考える場を持ちたい。る関りを考える場を持ちたい。

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

　　・・自主防災会の存在、自主防災会の存在、自立自立

　性との関係はどのようにか　性との関係はどのようにか

　んがえますか？　んがえますか？

１、１、提案事業名提案事業名：：いざという時のお隣り近所いざという時のお隣り近所

　　提案者　　提案者：：やまと災害ボランティアネットワークやまと災害ボランティアネットワーク

・・いざという時に頼りになるのはお隣ご近所、いざという時に頼りになるのはお隣ご近所、毎年１月に小、毎年１月に小、中学校で７年間宿泊体験をやってきた。中学校で７年間宿泊体験をやってきた。

・・自治会の班単位のところまでおりていって、自治会の班単位のところまでおりていって、少しづつでも防災の意識を持ってもらうような話し合いをしていきたい。少しづつでも防災の意識を持ってもらうような話し合いをしていきたい。

４月３０日に２０名程が第１回目の集会を持った。４月３０日に２０名程が第１回目の集会を持った。地道な活動を重ねていきたい。地道な活動を重ねていきたい。

提案者の説明提案者の説明

・・協働したい内容を具体的に明確にしてほしい。協働したい内容を具体的に明確にしてほしい。

・・活動の対象を乳幼児の母親か思春期の母親とか対象を絞ることで内容の充実が図れるのではないか。活動の対象を乳幼児の母親か思春期の母親とか対象を絞ることで内容の充実が図れるのではないか。

・・協働事業提案に参加している協働事業提案に参加しているCAPCAP、、しんちゃんハウス、しんちゃんハウス、法律講座などが集まってシンポをやり、法律講座などが集まってシンポをやり、そこに教員の方々そこに教員の方々

に参加してもらいたい。に参加してもらいたい。→教委、→教委、児童育成課、児童育成課、市民活動課との協力市民活動課との協力

・・市と協働することで会場を早くからおさえることの可能性が期待できます。市と協働することで会場を早くからおさえることの可能性が期待できます。是非協働事業になれるよう応援しま是非協働事業になれるよう応援しま

す。す。教育相談などの仕組みづくりとして、教育相談などの仕組みづくりとして、行政と連携できるのではないか。行政と連携できるのではないか。

・・コミセンと学習センターの両方にチラシをおけるようになると多くの関心のある人が気が付いて参加できるのでコミセンと学習センターの両方にチラシをおけるようになると多くの関心のある人が気が付いて参加できるので

はないか？はないか？

・・生まれてすぐの母親へのアドバイスになる講座もあるとよいのでは？生まれてすぐの母親へのアドバイスになる講座もあるとよいのでは？

・・保育園や幼稚園がかなりカリキュラムに縛られていて、保育園や幼稚園がかなりカリキュラムに縛られていて、子供の自主性を殺しているところがあります。子供の自主性を殺しているところがあります。幼保の内幼保の内

部を改革する必要があります。部を改革する必要があります。

・・もうワンランク上の講師を呼べる召喚は市がしてよいと思う。もうワンランク上の講師を呼べる召喚は市がしてよいと思う。

・・先ず、先ず、道具道具（のこぎりやかけや等）（のこぎりやかけや等）の調達と使い方の周知。の調達と使い方の周知。消火器の設置消火器の設置（初（初

期消火）期消火）各家族の人員構成をしるのと連絡の取り方や非常時の集合場所の周知。各家族の人員構成をしるのと連絡の取り方や非常時の集合場所の周知。

・・市にできること。市にできること。団体がすること。団体がすること。明確にしてください。明確にしてください。

・・活動団体としてのあるべき専門性や実力をつくり上げてください。活動団体としてのあるべき専門性や実力をつくり上げてください。

・・民生委員、民生委員、地区社協とネットワークを作っていく。地区社協とネットワークを作っていく。

・・各自治会の自主防災会に対し地域訓練防災意識の啓発を行っています。各自治会の自主防災会に対し地域訓練防災意識の啓発を行っています。（市　（市　

防災対策課）防災対策課）

・・地域に防災リーダーを育成しています。地域に防災リーダーを育成しています。現在防災協力員５００名弱です。現在防災協力員５００名弱です。（防（防

災対策課）災対策課）

・・自治会、自治会、自主防災会を経由したものでお願いしたい。自主防災会を経由したものでお願いしたい。

・・関心のある人のネットワーク化など、関心のある人のネットワーク化など、事業として進める内容をより具体化した事業として進める内容をより具体化した

方がよい。方がよい。

・・NHKNHKのの「ご近所底力」「ご近所底力」に出演しては？に出演しては？

提案者の説明提案者の説明

２、２、提案事業名提案事業名：：コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人　カウンセリングコミュニケーションサポートセンター法人　カウンセリングコミュニケーションサポートセンター

提案に対する質問提案に対する質問



0404

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・子ども、子ども、高齢者に関わらず虐待が問題になっている。高齢者に関わらず虐待が問題になっている。しんちゃんハウしんちゃんハウ

スは当初、スは当初、重度障害者を対象にしていたが、重度障害者を対象にしていたが、現在では子育てや、現在では子育てや、お年寄お年寄

りまで出入りするようになっている。りまで出入りするようになっている。

・・協働として何をするか難しいが、協働として何をするか難しいが、ドクターや弁護士などとも協力を得ドクターや弁護士などとも協力を得

て、て、私どもができることは私たちでという考えでやってきた。私どもができることは私たちでという考えでやってきた。

・・子育てについては、子育てについては、お母さんたちが悪い環境に入ってしまっている。お母さんたちが悪い環境に入ってしまっている。

ちょっとしたきっかけでよくなることもあるので、ちょっとしたきっかけでよくなることもあるので、子育てにも教育が必子育てにも教育が必

要だと思う。要だと思う。

・・きちんとした受け答えができる障害者を地域で受け入れる地域力が必きちんとした受け答えができる障害者を地域で受け入れる地域力が必

要。要。あたりまえに受け入れられる社会づくりが必要である。あたりまえに受け入れられる社会づくりが必要である。もっと情報もっと情報

を流して欲しい。を流して欲しい。それを知るのは市民一人一人である。それを知るのは市民一人一人である。

提案者の説明提案者の説明

・・今年度から３年間重点的に進める事業は何ですか？今年度から３年間重点的に進める事業は何ですか？

３、３、提案事業名提案事業名：：子どもたちの暮らしやすい地域創り子どもたちの暮らしやすい地域創り((心のかけはし心のかけはし))

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人地域家族しんちゃんハウス法人地域家族しんちゃんハウス

・・協働事業のメンツで市からの相談をつなぐ協働事業のメンツで市からの相談をつなぐ

・・市がこのような市がこのようなNPONPOの活動をひろくの活動をひろくPRPRする義務がある。する義務がある。

・・市の中の位置付けとして協働の関係にある事業であることを広く知って欲しい。市の中の位置付けとして協働の関係にある事業であることを広く知って欲しい。

・・市との協働についてしんちゃんハウスのニュースを市との協働についてしんちゃんハウスのニュースを

　１、　１、ホームページに載せる　２、ホームページに載せる　２、広報　３、広報　３、どこコミなどの情報媒体の情報を提供してほしいどこコミなどの情報媒体の情報を提供してほしい

・・子育てのプログラムづくりをニュージーランドの例を勉強して共有したい。子育てのプログラムづくりをニュージーランドの例を勉強して共有したい。→児童福祉課→児童福祉課

・・小学校という小学校という「場」「場」に理解がありそうな現場の先生をアタックする。に理解がありそうな現場の先生をアタックする。

・・「子ども」「子ども」を中心とした活動を基本に、を中心とした活動を基本に、交流事業として障害のある方、交流事業として障害のある方、高齢者も対象としてはどうか？高齢者も対象としてはどうか？

・・地域の方との交流により、地域の方との交流により、地域力の向上につながるのではないですか？地域力の向上につながるのではないですか？

・・とにかくとにかくPRPRの方法を模索。の方法を模索。横の連絡でまとまってイベントを企画する。横の連絡でまとまってイベントを企画する。

・・市の療育相談の係とも連携市の療育相談の係とも連携((窓口での情報提供窓口での情報提供))

・・児童育成課等、児童育成課等、市職員に実際に行って見学してもらい、市職員に実際に行って見学してもらい、窓口での情報提供に努めてもらう。窓口での情報提供に努めてもらう。

・・１、１、市が各家庭に配布している市が各家庭に配布している「市政ガイド」「市政ガイド」や２、や２、市の市のHPHPに団体やサービスの紹介が掲載されるとよいに団体やサービスの紹介が掲載されるとよい

のでは？３、のでは？３、市民版の総合市民版の総合HPHPがつくられるとなおよい。がつくられるとなおよい。板橋区の事例板橋区の事例

・・子育て、子育て、障害、障害、高齢者、高齢者、地域力、地域力、この内容を担当するのに現在の行政機構この内容を担当するのに現在の行政機構((縦割り行政縦割り行政))では限界があるのでは限界があるの

ではないか。ではないか。

提案に対する質問提案に対する質問



20042004年年 66月月 1313日日  公開シンポジウムニュース公開シンポジウムニュース 0505

４、４、提案事業名提案事業名：：高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの住宅生活を支援する事業病弱者などの住宅生活を支援する事業

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人ワーカーズ法人ワーカーズ・・コレクティブ想コレクティブ想

・・利用者のニーズに合わせたサービスということで、利用者のニーズに合わせたサービスということで、ワーカーズ想を始めた。ワーカーズ想を始めた。今日まで利用者に育てられたと感じ今日まで利用者に育てられたと感じ

ている。ている。

・・SOSSOSの電話に対してとりあえず話を伺うことからはじめ、の電話に対してとりあえず話を伺うことからはじめ、会の話をして入会してもらいケアがスタートする。会の話をして入会してもらいケアがスタートする。入入

会して安心して終わりということもある。会して安心して終わりということもある。

それだけ不安が大きいということだと思う。それだけ不安が大きいということだと思う。

・・安心とは何か？制度がない時代は心から考えたケアができた。安心とは何か？制度がない時代は心から考えたケアができた。私は人間でありものではない、私は人間でありものではない、と訴えた人から多と訴えた人から多

くを学んだ気がする。くを学んだ気がする。

・・私たちの会の料金設定は継続という意味と、私たちの会の料金設定は継続という意味と、対等な立場を守るために考えられている。対等な立場を守るために考えられている。

・・もっと多くの人に知ってもらいたいので、もっと多くの人に知ってもらいたいので、協働事業に参加した。協働事業に参加した。介護事業の対象とならない人の役にたちたい。介護事業の対象とならない人の役にたちたい。

提案者の説明提案者の説明

・・「想」「想」は地域の個人のニーズは判る。は地域の個人のニーズは判る。これを地域にサービスする団体組織につなぎたい。これを地域にサービスする団体組織につなぎたい。→広→広

聴広報、聴広報、情報担当課情報担当課

・・市が各家庭に配布している市が各家庭に配布している「市政ガイド」、「市政ガイド」、市のホームページに、市のホームページに、団体やサービスの紹介が掲団体やサービスの紹介が掲

載されると面白い。載されると面白い。市民活動センターで市民活動センターでHPHPをつくる方法もある。をつくる方法もある。

・・介護保険制度の制約と現実の介護を必要としている人々のニーズのずれに対してどう協働し介護保険制度の制約と現実の介護を必要としている人々のニーズのずれに対してどう協働し

て打開するか具体的に検討して欲しい。て打開するか具体的に検討して欲しい。

・・提案の理由として介護保険対象外の市民の必要についてよく説明して下さい。提案の理由として介護保険対象外の市民の必要についてよく説明して下さい。

・・「想」「想」の思いを実現するには、の思いを実現するには、市民活動課、市民活動課、ボランティアセンター、ボランティアセンター、拠点部会、拠点部会、推進会議と協推進会議と協

働で検討する場、働で検討する場、機会を設けましょう。機会を設けましょう。

・・事業のコンセプトをはっきりさせる必要があるのでは？たとえば、事業のコンセプトをはっきりさせる必要があるのでは？たとえば、介護予防そのために何を介護予防そのために何を

するのか。するのか。その評価も含め、その評価も含め、考えていくといいと思います。考えていくといいと思います。

・・アピールならば他の方法もあるのではないか？期待することを詳しく聞きたい。アピールならば他の方法もあるのではないか？期待することを詳しく聞きたい。

・・市との協働でアピールしてほしいことと、市との協働でアピールしてほしいことと、その方法を具体的に教えてください。その方法を具体的に教えてください。

・・信頼関係の継続、信頼関係の継続、存在内容のアピールがなぜ協働事業でありたいのか教えてください。存在内容のアピールがなぜ協働事業でありたいのか教えてください。

・・ゴミだしの支援は近隣の人たちとの支え合いの仕組みをつくる必要がある。ゴミだしの支援は近隣の人たちとの支え合いの仕組みをつくる必要がある。

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・介護保険との関係？その制度とかかわらな介護保険との関係？その制度とかかわらな

い部分とは？い部分とは？

・・障害者については支援制度の中でホームへ障害者については支援制度の中でホームへ

ルプが行われており。ルプが行われており。具体的にどのような具体的にどのような

サービスをイメージされているのですか？サービスをイメージされているのですか？

・・介護保険外での有料サービスを提供してい介護保険外での有料サービスを提供してい

る事業者の情報を集約して発信してはいかがる事業者の情報を集約して発信してはいかが

でしょうか。でしょうか。

・・想の目的をアピールすることが協働か？想の目的をアピールすることが協働か？

提案に対する質問提案に対する質問



0606

・・桜森自治会として提案、桜森自治会として提案、大和市には現在８つの駅がある。大和市には現在８つの駅がある。

相模大塚駅を活性化したい。相模大塚駅を活性化したい。

・・自治会としては、自治会としては、お店の誘致までをしたい。お店の誘致までをしたい。相鉄の土地を相鉄の土地を

市で借りてもらって、市で借りてもらって、古い車両を活用してお店にする。古い車両を活用してお店にする。

・・相模大塚駅をすばらしいものにしたい。相模大塚駅をすばらしいものにしたい。電車マニア、電車マニア、飛行飛行

機マニアを対象に自治会としても検討していきたい。機マニアを対象に自治会としても検討していきたい。

・・相鉄とはすでに話をしている。相鉄とはすでに話をしている。相鉄サイドは市の出方に期相鉄サイドは市の出方に期

待しているようだ。待しているようだ。

提案者の説明提案者の説明

７、７、提案事業名提案事業名：：相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

　　提案者　　提案者：：桜森自治会桜森自治会

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

　　・・協働事業とするなら、協働事業とするなら、市全域を対象にするようにという市全域を対象にするようにという

　　強いアドバイスが昨年度はありました。　　強いアドバイスが昨年度はありました。

　　・・いこいナードも活用したいこいナードも活用したPR(PR(いっしょにスペースとして使うとか。いっしょにスペースとして使うとか。))

　　・・使う車両の種類使う車両の種類((レトロなやつが良いのでは？レトロなやつが良いのでは？))　　

　　・・泉の森とも連携した泉の森とも連携したPRPR。。

　　・・行列ができる店は店主などの工夫や智恵や努力で実現したもの。行列ができる店は店主などの工夫や智恵や努力で実現したもの。

　　まず、　　まず、そのあたりの決意と自立性が大切なのでは？そのあたりの決意と自立性が大切なのでは？

　　・・公共的スペースを持つものにしたら。公共的スペースを持つものにしたら。

　　・・電車ショップに付加価値をつけてはどうか電車ショップに付加価値をつけてはどうか((ドッグラン等ドッグラン等))

・・福生市の国道１６号沿いのように福生市の国道１６号沿いのように

「基地の周辺」「基地の周辺」的な売り込みは？的な売り込みは？

・・ホームページを持っている人、ホームページを持っている人、作れる人は少ない。作れる人は少ない。

・・市民が簡単に参加できる、市民が簡単に参加できる、作ることができるウェブサイト作ることができるウェブサイト

を作りたいと思って応募した。を作りたいと思って応募した。たとえばワーカーズ想さんのたとえばワーカーズ想さんの

ことを知っている人が案外少ないということもインターネッことを知っている人が案外少ないということもインターネッ

トで知ってもらえるのではないか。トで知ってもらえるのではないか。

・・先日フリーターの方にアンケートを取りたいという話があ先日フリーターの方にアンケートを取りたいという話があ

り、り、携帯メールは大きな媒体になると思った。携帯メールは大きな媒体になると思った。

・・一般の市民が使えるウェブサイトの地域版をつくりたい。一般の市民が使えるウェブサイトの地域版をつくりたい。

提案者の説明提案者の説明

・・情報発信するための情報そのものはどのように収集するのか。情報発信するための情報そのものはどのように収集するのか。

・・一般の市民がつかえるサイトのイメージとは？地域版とは？一般の市民がつかえるサイトのイメージとは？地域版とは？

・・具体的に市民の声など紹介するものをどう収集していくのか、具体的に市民の声など紹介するものをどう収集していくのか、そのシステムは？そのシステムは？

・・公共の情報発信として内容をどこまで広げていくのか？公共の情報発信として内容をどこまで広げていくのか？

・・yahooyahoo型のサイトを立ち上げるとなると、型のサイトを立ち上げるとなると、資金、資金、技術より相当なマンパワーが必要でしょう。技術より相当なマンパワーが必要でしょう。立ち上げ時にど立ち上げ時にど

れだけ人を引き寄せられるコンテンツが充実しているかがカギです。れだけ人を引き寄せられるコンテンツが充実しているかがカギです。どのようなイメージを持っていますか？どのようなイメージを持っていますか？

・・市民活動センターでいっしょにやりませんか？市民活動センターでいっしょにやりませんか？

・・大和市の社会資源の紹介と利用したい人とのドッキングの場になれないのか？大和市の社会資源の紹介と利用したい人とのドッキングの場になれないのか？

　　

５、５、提案事業名提案事業名：：市民による市民の為の市民が作るウェブサイト市民による市民の為の市民が作るウェブサイト

　　提案者　　提案者：：友部　浩友部　浩

提案に対する質問提案に対する質問

提案に対する質問提案に対する質問



0707

・・大和市のコンポストを２つ畑に用意して活用している。大和市のコンポストを２つ畑に用意して活用している。家庭３～４人で６ヶ月で一杯になる生ゴミが出る。家庭３～４人で６ヶ月で一杯になる生ゴミが出る。半年半年

ねかして２つで交互に使っていくと、ねかして２つで交互に使っていくと、充分利用できる。充分利用できる。

・・８年間やってきて、８年間やってきて、どうして大和市は生ゴミを分別回収をしないのかと疑問に思っていた。どうして大和市は生ゴミを分別回収をしないのかと疑問に思っていた。協働事業ということ協働事業ということ

を開いて提案した。を開いて提案した。

・・生ゴミを燃やすのはおかしい、生ゴミを燃やすのはおかしい、生ゴミは一種の資源である。生ゴミは一種の資源である。リサイクルして資源として活かしたい。リサイクルして資源として活かしたい。

・・ある地区を限定して３年ぐらい試行すれば問題点が明らかになる。ある地区を限定して３年ぐらい試行すれば問題点が明らかになる。次のステップで拡大していけばよい。次のステップで拡大していけばよい。

・・メリットとしては焼却炉の寿命とダイオキシンの発生をおさえられる。メリットとしては焼却炉の寿命とダイオキシンの発生をおさえられる。市民の意識、市民の意識、モラルの向上が図れる。モラルの向上が図れる。

提案者の説明提案者の説明

・・ホームファーマー制度と元気野菜の協働をしたら。ホームファーマー制度と元気野菜の協働をしたら。元気野菜を宅配してそこで堆肥回収するとか。元気野菜を宅配してそこで堆肥回収するとか。

・・大和市では６つの森が保全されています。大和市では６つの森が保全されています。循環→落ち葉を堆肥にする循環→落ち葉を堆肥にするActionActionと共同で水と緑課への提と共同で水と緑課への提

案ということも考えられます。案ということも考えられます。

・・ドイツでは庭のある家は、ドイツでは庭のある家は、生ゴミをゴミとして出さず、生ゴミをゴミとして出さず、土に埋める。土に埋める。このことを徹底させていると聞このことを徹底させていると聞

いています。いています。

・・「市に期待すること」「市に期待すること」をより具体的にご検討ください。をより具体的にご検討ください。例例：：堆肥化するための用地堆肥化するための用地((市有地など市有地など))の提供の提供

・・家庭からの生ゴミに対して有料とするのは現状としては難しいのでは。家庭からの生ゴミに対して有料とするのは現状としては難しいのでは。

・・生ゴミ、生ゴミ、飼料化の検討はできませんか？飼料化の検討はできませんか？

・・生ゴミ回収で堆肥を作り、生ゴミ回収で堆肥を作り、農協等の協力により資金を得て事業の継続を図ることが可能では。農協等の協力により資金を得て事業の継続を図ることが可能では。事例有事例有

り。り。またこの堆肥で有機野菜をつくり、またこの堆肥で有機野菜をつくり、大和ブランドの野菜づくりにも一役かうというストーリーも描大和ブランドの野菜づくりにも一役かうというストーリーも描

けると思います。けると思います。

・・より具体的なものが見えてくれば、より具体的なものが見えてくれば、市も始めようとするでしょう。市も始めようとするでしょう。是非やってほしいので具体的に堆是非やってほしいので具体的に堆

肥が欲しい人を探します。肥が欲しい人を探します。

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・モデル地区はどこをお考えですか？モデル地区はどこをお考えですか？

モデル地区で市も参加して検討プロジェクモデル地区で市も参加して検討プロジェク

トを立ち上げると面白い。トを立ち上げると面白い。

・・人件費はどの程度をお考えですか？人件費はどの程度をお考えですか？

１日当たり単価、１日当たり単価、１日当りの必要人工。１日当りの必要人工。

・・１世帯１年当りの生ゴミ排出量の試算。１世帯１年当りの生ゴミ排出量の試算。

６、６、提案事業名提案事業名：：生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業

　　提案者　　提案者：：松井　昭治松井　昭治

20042004６月６月1313日日  公開シンポジウムニュース公開シンポジウムニュース

提案に対する質問提案に対する質問



・・大人も知らない法律講座をやってみたい。大人も知らない法律講座をやってみたい。主旨としては自分の身主旨としては自分の身

を守ってくれるものとして、を守ってくれるものとして、子どもたちも法律知識を身に付けても子どもたちも法律知識を身に付けても

らいたい。らいたい。問題解決力をつけてもらいたい。問題解決力をつけてもらいたい。

・・子どもでもわかる、子どもでもわかる、わかりやすいものとしたい。わかりやすいものとしたい。市役所でやる法市役所でやる法

律相談は問題がおきてからのもの。律相談は問題がおきてからのもの。起きる前に予防として行う法律起きる前に予防として行う法律

相談を考えている。相談を考えている。

・・行政書士会の持っている専門性を持って市と協働していきたい。行政書士会の持っている専門性を持って市と協働していきたい。

・・アルバイト等、アルバイト等、身近な事例から入るとよいのでは？身近な事例から入るとよいのでは？

・・相談窓口としての機能は？相談窓口としての機能は？((駆け込み寺といった感じ）駆け込み寺といった感じ）

・・窓口は教育委員会窓口は教育委員会((中学校中学校))、、学校教育課。学校教育課。他に窓口は他に窓口は

ないか？ないか？

・・協働の相手の行政として警察なりがあってもよいので協働の相手の行政として警察なりがあってもよいので

はないでしょうか。はないでしょうか。

・・CAPCAPと窓口をひとつにしてやるのっていかが。と窓口をひとつにしてやるのっていかが。

・・子どもへの出前のイメージは？子どもへの出前のイメージは？

・・事業内容はとても良いが事業内容はとても良いが「市と協働しない「市と協働しない

とできない」とできない」部分がわからないので、部分がわからないので、そこをそこを

アピールしてほしい。アピールしてほしい。

・・税、税、年金年金((社会保障社会保障))などの知識の提供はでなどの知識の提供はで

きないか。きないか。→税理士、→税理士、社労士を巻き込む社労士を巻き込む

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

８、８、提案事業名提案事業名：：悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

　　提案者　　提案者：：神奈川県行政書士会　大和神奈川県行政書士会　大和・・綾瀬支部綾瀬支部

提案者の説明提案者の説明

・・神戸事件のあと神戸事件のあとCAPCAPの活動が注目された。の活動が注目された。

・・暴力防止としては、暴力防止としては、行動を制限すること、行動を制限すること、加害者に罰を与えるこ加害者に罰を与えるこ

とが考えられるが、とが考えられるが、ＣＡＰのプログラは子どもたちに何ができるかＣＡＰのプログラは子どもたちに何ができるか

を考える問題解決力を与えるもの。を考える問題解決力を与えるもの。

・・あるがままを受け入れ、あるがままを受け入れ、子ども本来の力を引き出していくのが子ども本来の力を引き出していくのが

CAPCAPの暴力防止の方法論。の暴力防止の方法論。

・・子どもがつなぐ学校、子どもがつなぐ学校、地域、地域、コミュニティという考えを基本に、コミュニティという考えを基本に、

子どもが楽しんで参加できるワークショップを提案している。子どもが楽しんで参加できるワークショップを提案している。

・・子どもが暴力にあわないために、子どもが暴力にあわないために、暴力をなくす、暴力をなくす、それからのがれそれからのがれ

ることをテーマに、ることをテーマに、学校でこどもワークショップ大人ワークショッ学校でこどもワークショップ大人ワークショッ

プを実施する。プを実施する。

・・協働事業として市に援助を期待したい。協働事業として市に援助を期待したい。

９、９、提案事業名提案事業名：：CAPCAPプログラムプログラム((子どもへの暴力防止プログラム子どもへの暴力防止プログラム))提供事業提供事業

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人やまと法人やまとCAPCAPひまわりひまわり

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・地域で子どもをみるというスタンスで、地域で子どもをみるというスタンスで、単なる請け負いで単なる請け負いで

はなく協働事業として提案しているところがとても良い。はなく協働事業として提案しているところがとても良い。

・・地域の住民たちが子どものことを自分たちで考えられるよ地域の住民たちが子どものことを自分たちで考えられるよ

う、う、地域にも啓発していきたいという考えは地域にも啓発していきたいという考えは重要重要。。←協働の←協働の

テーマとして不可欠テーマとして不可欠

・・CAPCAPのプログラムを行えるスタッフの養成＆トレーニング講のプログラムを行えるスタッフの養成＆トレーニング講

座を定期的に行えるよう予算組みをおこなえたらいいのでは。座を定期的に行えるよう予算組みをおこなえたらいいのでは。

・・警察への働きかけはどうか？警察への働きかけはどうか？

・・８の悪い大人に負けない法律講座の子どもたちと窓口を共８の悪い大人に負けない法律講座の子どもたちと窓口を共

有することを考えて。有することを考えて。

・・資金援助の具体的内容について知りたい。資金援助の具体的内容について知りたい。事事

業に要する経費を行政に分担して欲しいという業に要する経費を行政に分担して欲しいという

ことですかことですか((全部または二分の一～三分の一全部または二分の一～三分の一))

・・子どものいない家庭へのアプローチは？子どものいない家庭へのアプローチは？

・・学校のなかでできるよう、学校のなかでできるよう、授業で無理なら授業で無理なら

PTAPTAなどを使ってできないか。などを使ってできないか。在学中に一度は在学中に一度は

受講できるように。受講できるように。

提案者の説明提案者の説明
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提案に対する質問提案に対する質問

提案に対する質問提案に対する質問



　　・・ラブスサポートセンターとして提案、ラブスサポートセンターとして提案、地域経済の活性化をしたい。地域経済の活性化をしたい。

　　・・大和市はホームファーマー制度を今年始める予定。大和市はホームファーマー制度を今年始める予定。農産物の流通農産物の流通PRPRの支援をしたい。の支援をしたい。

　　・・地産地消ということを実現するために有機農業を推進し、地産地消ということを実現するために有機農業を推進し、安全で安心な農産物を提供したい。安全で安心な農産物を提供したい。

　　・・農地を農家ではない人に開放していくという制度を推進するために、農地を農家ではない人に開放していくという制度を推進するために、農産物を地域に提供していくことが問題とな農産物を地域に提供していくことが問題とな

る。る。ラブスサポートセンターで取り組んできた、ラブスサポートセンターで取り組んできた、「元気野菜づくり大和」「元気野菜づくり大和」の活動を発展させて考えていきたい。の活動を発展させて考えていきたい。

・・非農家による農業生産物の販売は法律で禁止されています。非農家による農業生産物の販売は法律で禁止されています。特特

区のような枠組みが必要なのでは？区のような枠組みが必要なのでは？

・・公立の学校給食、公立の学校給食、保育園の給食に使ってもらっては？保育園の給食に使ってもらっては？

・・総合学習の時間は総合学習の時間は「食育」「食育」の一環として売り込んでは？の一環として売り込んでは？

・・根本的に農地の貸付条件の中で出荷物に対しての流通を考えた根本的に農地の貸付条件の中で出荷物に対しての流通を考えた

場合、場合、システム上営利を目的するものと考えられるので難しい。システム上営利を目的するものと考えられるので難しい。

・・市民提案ではあるが、市民提案ではあるが、手法が行政っぽい。手法が行政っぽい。実際にファーマーと実際にファーマーと

なる人たちの発掘まで手がけられると意味がある。なる人たちの発掘まで手がけられると意味がある。

・・このシステムの可能性は？生ゴミ、このシステムの可能性は？生ゴミ、ホームファーマー、ホームファーマー、行政、行政、LOVESLOVESの関り。の関り。

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・「やまと男女共同参画プラン」「やまと男女共同参画プラン」で来年度から第２次の実施計画に入っていく。で来年度から第２次の実施計画に入っていく。その前提となる市民意識調査を市民とその前提となる市民意識調査を市民と

ともにやっていきたい。ともにやっていきたい。そのために地元大学といっしょにやることを考えた。そのために地元大学といっしょにやることを考えた。

・・意識調査の内容は大学側と調査項目の検討から始める。意識調査の内容は大学側と調査項目の検討から始める。次に住民基本台帳から３千人の抽出、次に住民基本台帳から３千人の抽出、データ解析を協働してデータ解析を協働して

進める予定である。進める予定である。HH１６年８月～１６年８月～HH１７年３月までに終了したい。１７年３月までに終了したい。

・・男女共同参画が推進できるような地元大学との協働提案。男女共同参画が推進できるような地元大学との協働提案。

・・質問項目の精査に大学だけでなく有識者を市民から数名入れてはどうか。質問項目の精査に大学だけでなく有識者を市民から数名入れてはどうか。

・・大学側から協働の提案が出た方が分りやすい。大学側から協働の提案が出た方が分りやすい。

提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス

・・単なる委託とならないようにアンケート作成から協働として単なる委託とならないようにアンケート作成から協働として

いくべきだと思います。いくべきだと思います。→協働としていく計画→協働としていく計画

・・市民意識調査を地元大学に決まった経過説明をお願いしたい。市民意識調査を地元大学に決まった経過説明をお願いしたい。

大学の高度な専門性を生かしたとありますが、大学の高度な専門性を生かしたとありますが、この大学は女性この大学は女性

問題の専門家がいらっしゃるのでしょうか。問題の専門家がいらっしゃるのでしょうか。

・・委託ではなく協働でやることのメリットが今一つわからない委託ではなく協働でやることのメリットが今一つわからない

ので、ので、その部分をもっとアピールしてほしい。その部分をもっとアピールしてほしい。

・・アンケート調査のプロセスの中にヒアリングなどアンケート調査のプロセスの中にヒアリングなど「人と出会「人と出会

う」う」というプロセスを組み込めれば、というプロセスを組み込めれば、より大学生の意識の啓発より大学生の意識の啓発

を行えるのではないでしょうか。を行えるのではないでしょうか。

提案者の説明提案者の説明

１０、１０、提案事業名提案事業名：：ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」をを

　　　　　　　　　推進するための基盤整備　　　　　　　　　推進するための基盤整備

　　　提案者　　　提案者：：NPONPO法人ラブスサポートセンター法人ラブスサポートセンター

１１、１１、提案事業名提案事業名：：大和市男女共同参画に関する市民の意識調査大和市男女共同参画に関する市民の意識調査

　　　提案者　　　提案者：：大和市　市民活動課大和市　市民活動課
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提案に対する質問提案に対する質問

提案に対する質問提案に対する質問

提案者の説明提案者の説明



■■提案市場で理解を深める提案市場で理解を深める
　それぞれの提案をボードに張り並べ、　それぞれの提案をボードに張り並べ、市場方式で自由に質問とアドバイスのやり取りをしました。市場方式で自由に質問とアドバイスのやり取りをしました。
参加者はそれぞれ積極的に各テーブルを回り、参加者はそれぞれ積極的に各テーブルを回り、皆さんの提案の細部まで質問し、皆さんの提案の細部まで質問し、説明を受けました。説明を受けました。
今回は提案に対するアドバイスを、今回は提案に対するアドバイスを、協働の具体的内容に対するアドバイス協働の具体的内容に対するアドバイス、、協働の体制づくりのため協働の体制づくりのため
のアドバイスのアドバイス、、事業の実現性を高めるためのアドバイス事業の実現性を高めるためのアドバイス、、その他のアドバイスの４つにわけてよりわその他のアドバイスの４つにわけてよりわ
かりやすく具体的なアドバイスになるような工夫がなされました。かりやすく具体的なアドバイスになるような工夫がなされました。

1010

・・拠点の準備会にみなさん参加して頂きたい。拠点の準備会にみなさん参加して頂きたい。

・・条例の中に条例の中に「社会資源」「社会資源」という言葉が謳われている。という言葉が謳われている。私私（わたくし）（わたくし）のの

領域をこえてみんなのために使おうと考えた時、領域をこえてみんなのために使おうと考えた時、社会資源となる。社会資源となる。

・・協働推進会議の拠点部会の呼びかけた準備会があるが、協働推進会議の拠点部会の呼びかけた準備会があるが、近く運営委員会近く運営委員会

を立ち上げる予定、を立ち上げる予定、そこに多くの市民に参加してもらいたい。そこに多くの市民に参加してもらいたい。

・・準備会では拠点のレイアウト等を考えている。準備会では拠点のレイアウト等を考えている。拠点について感じたこと拠点について感じたこと

を話し合う会議を、を話し合う会議を、月２回開催している。月２回開催している。場所は商工会議所の隣のプレハ場所は商工会議所の隣のプレハ

ブ。ブ。得意な分野のことを持ち寄って会議は行われている。得意な分野のことを持ち寄って会議は行われている。拠点そのものが拠点そのものが

社会資源の集積であることがすばらしい。社会資源の集積であることがすばらしい。

・・再度、再度、市内の市内のNPONPOへダイレへダイレ

クトメールで参画を募る。クトメールで参画を募る。

・・NPONPOへニーズの調査をしたへニーズの調査をした

方が良い、方が良い、その中で新しいその中で新しい

アイディアや人材が出る。アイディアや人材が出る。

・・知名度がいまいちのよう知名度がいまいちのよう

なので、なので、もっともっとP.I.P.I. をしてをして

はどう？はどう？

１２、１２、提案事業名提案事業名：：市民主体の市民主体の((仮称仮称))市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

　　　提案者　　　提案者：：大和市　市民活動課大和市　市民活動課

・・他市の事例の参照しては？他市の事例の参照しては？

・・趣味のサークルとの区分はどうする？趣味のサークルとの区分はどうする？

・・公平、公平、平等の運営方法は？運営方針の確保策は？平等の運営方法は？運営方針の確保策は？

・・直営か、直営か、指定管理者制度か？指定管理者制度か？

・・この提案は、この提案は、本来この場で出すものではなく。本来この場で出すものではなく。報告ではない報告ではない

のか。のか。拠点準備部会である程度まとめられたものはその親組織拠点準備部会である程度まとめられたものはその親組織

である協働推進会議で諮るものである。である協働推進会議で諮るものである。この場でプレゼンするこの場でプレゼンする

意図がわからない。意図がわからない。市民に知ってほしいのなら別枠で報告とす市民に知ってほしいのなら別枠で報告とす

べき！べき！

・・市の提案と事業者の提案で、市の提案と事業者の提案で、今後の進め方今後の進め方((協働推進会議で協働推進会議で

の内容の内容))は、は、何か違いがあるのですか？何か違いがあるのですか？

提案に対する質問提案に対する質問

提案者の説明提案者の説明
提案に対するアドバイス提案に対するアドバイス



■■グループに分かれ、グループに分かれ、検討検討・・発表発表
　１２の提案を関連があると思われるテーマ別に５つのグル　１２の提案を関連があると思われるテーマ別に５つのグル--プに分け、プに分け、それぞれ担当の協働推進会それぞれ担当の協働推進会
議委員を交え、議委員を交え、７月１８日の公開審査ワークショップまでにしておくべきことについての検討７月１８日の公開審査ワークショップまでにしておくべきことについての検討・・確認確認
を行い、を行い、その結果を発表しました。その結果を発表しました。また、また、関係する行政所管課とその他のネットワークすべき団体に関係する行政所管課とその他のネットワークすべき団体に
ついても話し合われました。ついても話し合われました。

ＡグループＡグループ
８．８．悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

９．９．CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提供事業提供事業

【検討結果の発表】【検討結果の発表】

    ８．８．悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

・・小学校、小学校、中学校できれば高校も含めてできれば教育のカリキュラムの中に中学校できれば高校も含めてできれば教育のカリキュラムの中に

可能ならば組み込んでもらいたい。可能ならば組み込んでもらいたい。それ以外にも地域の子供会などにも出向それ以外にも地域の子供会などにも出向

いてやりたい。いてやりたい。

・・関係部署としては、関係部署としては、青少年センターの生涯学習部と教育委員会の指導室と青少年センターの生涯学習部と教育委員会の指導室と

の折衝が必要。の折衝が必要。

・・教育委員会の役割としては、教育委員会の役割としては、法律講座の出前に対するＰＲ。法律講座の出前に対するＰＲ。地域にこのグ地域にこのグ

ループの存在意義が根付いていくことになることが期待できるので事業立ちループの存在意義が根付いていくことになることが期待できるので事業立ち

上げの支援としての位置づけになる。上げの支援としての位置づけになる。

・・スケジュールとしては、スケジュールとしては、６月中に関係部署課とＣＡＰと一緒に調整する。６月中に関係部署課とＣＡＰと一緒に調整する。

１１．１１．CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提供事業提供事業

・・全国的にこのような事業が進んでいる。全国的にこのような事業が進んでいる。カリキュラムの中に含めて欲しいという要望がある。カリキュラムの中に含めて欲しいという要望がある。すでにプログラムがすでにプログラムが

できていて講座料等の料金設定もしっかりしている。できていて講座料等の料金設定もしっかりしている。委託事業としての性格が強い。委託事業としての性格が強い。事実各地では委託事業として取事実各地では委託事業として取

り組まれている。り組まれている。

・・協働事業というよりは委託事業としての調整を同時進行してやったらということになった。協働事業というよりは委託事業としての調整を同時進行してやったらということになった。協働事業としての可能協働事業としての可能

性もＣＡＰと一緒に追求していく。性もＣＡＰと一緒に追求していく。

・・関係部署課としては、関係部署課としては、教育委員会の指導室と調整していく。教育委員会の指導室と調整していく。

・・参考として過去の経歴をのせておいた。参考として過去の経歴をのせておいた。

・・市の教育委員会の方にボランティア講師制度というものがあるので、市の教育委員会の方にボランティア講師制度というものがあるので、登録すると学校長の判断で授業ができる。登録すると学校長の判断で授業ができる。ボボ

ランティア講師制度に登録できるかどうかを同時に考えるということになった。ランティア講師制度に登録できるかどうかを同時に考えるということになった。

111120042004６月６月1313日日  公開シンポジウムニュース公開シンポジウムニュース

１２、１２、市民主体の市民主体の((仮称仮称))市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

→拠点準備会→拠点準備会

１、１、いざという時のお隣近所いざという時のお隣近所

→防災対策課、→防災対策課、自主防災組織、自主防災組織、（自治会）、（自治会）、防災リーダー防災リーダー

２、２、コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業

→児童育成課、→児童育成課、生涯学習センター、生涯学習センター、指導室、指導室、青少年センター、青少年センター、しんちゃしんちゃ

んハウス、んハウス、ＣＡＰ、ＣＡＰ、法律相談行政書士、法律相談行政書士、就労支援、就労支援、チャイルドケアーチャイルドケアー

３、３、子供たちの暮らしやすい地域創り　子供たちの暮らしやすい地域創り　

→児童育成課、→児童育成課、青少年センター、青少年センター、障害福祉課、障害福祉課、生涯学習センター、生涯学習センター、市民市民

活動課、活動課、ワーカーズワーカーズ・・コレクティブ想、コレクティブ想、チャイルドケア、チャイルドケア、カウンセリンカウンセリン

グサポートセンター、グサポートセンター、市社協市社協（地区社協、（地区社協、ボランティアセンター）ボランティアセンター）

５、５、市民による市民の為の市民が作るウェッブサイト市民による市民の為の市民が作るウェッブサイト

→市民活動課、→市民活動課、情報政策課情報政策課

４、４、高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの住宅生活を支援する事業病弱者などの住宅生活を支援する事業

→高齢者福祉課、→高齢者福祉課、障害福祉課、障害福祉課、医療健康課、医療健康課、児童育成課、児童育成課、市社協ボラン市社協ボラン

ティアセンター、ティアセンター、拠点、拠点、ケアびーくる、ケアびーくる、しんちゃんハウス、しんちゃんハウス、チャイルドチャイルド

ケア、ケア、在宅介護支援センター、在宅介護支援センター、地区社協地区社協

【関係する行政所管課とその他の【関係する行政所管課とその他の

ネットワークすべき団体】ネットワークすべき団体】

６、６、生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業→環境部、→環境部、環境総務課？、環境総務課？、収集業務課？収集業務課？

７、７、相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業　　

→都市整備課、→都市整備課、産業振興課？、産業振興課？、市民活動課、市民活動課、相鉄相鉄

８、８、悪い大人に負けないための法律講座　悪い大人に負けないための法律講座　　　

→子供会等、→子供会等、青少年センター青少年センター（生涯学習部）、（生涯学習部）、指導室指導室（教育総務部）、（教育総務部）、地地

域活性化会議域活性化会議（（PTAPTA））

９、９、CAPCAPプログラムプログラム（子供への暴力防止プログラム）（子供への暴力防止プログラム）提供事業提供事業

→幼稚園、→幼稚園、小学校、小学校、中学校、中学校、高校、高校、教育委員会、教育委員会、市民活動課市民活動課

１０、１０、ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」を推進を推進

するための基盤整備するための基盤整備

→農政課、→農政課、情報政策課、情報政策課、６、６、生ゴミ分別回収事業の提案者生ゴミ分別回収事業の提案者((松井さん松井さん))

１１、１１、大和市男女共同参画に関する市民意識調査大和市男女共同参画に関する市民意識調査

→セシリア短期大学→セシリア短期大学
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ＢグループＢグループ　２．　２．コミュニケーション支援事業　３．コミュニケーション支援事業　３．子どもたちの暮しやすい地域創り子どもたちの暮しやすい地域創り

　４．　４．高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの在宅生活を支援する事業病弱者などの在宅生活を支援する事業

・・行政の所管とその他のネットワークすべき団体を書き出した。行政の所管とその他のネットワークすべき団体を書き出した。

・・福祉の分野で共通していることが多いので調整すべき団体もほぼ福祉の分野で共通していることが多いので調整すべき団体もほぼ

同じになっている。同じになっている。

・・想の協働提案は、想の協働提案は、医療健康課というところを加えて調整先として医療健康課というところを加えて調整先として

リンクしたいということになった。リンクしたいということになった。

・・いろいろな課が指摘された。いろいろな課が指摘された。いろいろなネットワークすべき団体いろいろなネットワークすべき団体

が出てきた。が出てきた。みなさんがいろいろなところと関連しながら生活してみなさんがいろいろなところと関連しながら生活して

いる生活人だということを感じた。いる生活人だということを感じた。

・・行政の方からもいろいろなコメントがあって、行政の方からもいろいろなコメントがあって、やっぱりネットワークが一番大事でこんな風に集まったことやっぱりネットワークが一番大事でこんな風に集まったこと

がよかったということと、がよかったということと、その意味でも拠点というのが必要なんだということが確認された。その意味でも拠点というのが必要なんだということが確認された。

・・協働事業の中で拠点にとにかくいろいろなものが集まってくる、協働事業の中で拠点にとにかくいろいろなものが集まってくる、物理的な意味の拠点というだけではなくて、物理的な意味の拠点というだけではなくて、

ウェブサイトを見ればそこにいろいろな情報が集まっているような引きやすいウェブサイトであることが必要ウェブサイトを見ればそこにいろいろな情報が集まっているような引きやすいウェブサイトであることが必要

ではないかという指摘もあった。ではないかという指摘もあった。

・・いろいろな課にまたがっているとうことで、いろいろな課にまたがっているとうことで、どの課にアプローチすればよいかは調整の中で定まってくるよどの課にアプローチすればよいかは調整の中で定まってくるよ

うに思う。うに思う。協働提案の方があちこちに行くのではなくて、協働提案の方があちこちに行くのではなくて、合同して調整していくことができるようなアドバイ合同して調整していくことができるようなアドバイ

スの日程を決めていきたいということになった。スの日程を決めていきたいということになった。

　５．　５．「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」

１０．１０．ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」を推進するための基盤整備を推進するための基盤整備
ＣグループＣグループ

５．５．「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」

・・この提案は個人提案。この提案は個人提案。個人の熱い思いを語られた提案だった。個人の熱い思いを語られた提案だった。ただ、ただ、今今

後協働事業としてできるのかできないのかが課題です。後協働事業としてできるのかできないのかが課題です。

・・どんなウェブサイトなのかイメージがもう一つ具体的ではない。どんなウェブサイトなのかイメージがもう一つ具体的ではない。とにかとにか

く市民の困っている情報をたくさん載せて欲しいということだというこく市民の困っている情報をたくさん載せて欲しいということだというこ

とですが、とですが、これだけではどう協働するかわからない。これだけではどう協働するかわからない。サイトをつくってサイトをつくって

も全然更新されないサイトでは魅力がないものになってしまう。も全然更新されないサイトでは魅力がないものになってしまう。日々ど日々ど

のように更新していくのか。のように更新していくのか。マンパワーはどうするのか。マンパワーはどうするのか。あるいは情報あるいは情報

収集はどうするのかなどまだご自身わかっていない部分が多い。収集はどうするのかなどまだご自身わかっていない部分が多い。まずはまずは

仲間づくりをする必要があるのではないかという話になった。仲間づくりをする必要があるのではないかという話になった。

・・とりあえず関係する課としては、とりあえず関係する課としては、市民活動課と情報政策課が関係部署と市民活動課と情報政策課が関係部署と

いうことになった。いうことになった。一度とりあえず会議を持つということで来週ぐらい一度とりあえず会議を持つということで来週ぐらい

に予定することになった。に予定することになった。

１２．１２．ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」を推進するための基盤整備を推進するための基盤整備

・・法律の問題があって、法律の問題があって、勝手に農作物をつくって勝手に売っては行けないという法律がある。勝手に農作物をつくって勝手に売っては行けないという法律がある。ホームファーマーホームファーマー

制度というのも基本的には自家消費を前提にしているので、制度というのも基本的には自家消費を前提にしているので、販売するというハードルをどのように乗り越えるの販売するというハードルをどのように乗り越えるの

かという問題がある。かという問題がある。

・・一つは、一つは、ホームファーマー制度を使わないという選択である。ホームファーマー制度を使わないという選択である。農業従事者は県知事からお墨付きをもらってい農業従事者は県知事からお墨付きをもらってい

るのでその人たちと一緒にやる方法が考えられる。るのでその人たちと一緒にやる方法が考えられる。遊休農地を借りて小作人になるという方法はどうかというこ遊休農地を借りて小作人になるという方法はどうかというこ

とである。とである。その部分については有機農法で販売方法も明示して農業者のマーケットを侵害しない方法で進めていその部分については有機農法で販売方法も明示して農業者のマーケットを侵害しない方法で進めてい

くことは考えられないか。くことは考えられないか。ただし、ただし、農作物は農家の方のものということにする。農作物は農家の方のものということにする。

・・もう一つの方法は、もう一つの方法は、販売をしないということが考えられる。販売をしないということが考えられる。ホームファーマー制度でいろんな人が作った作物ホームファーマー制度でいろんな人が作った作物

を物々交換を原則にしてはどうかという考え方がある。を物々交換を原則にしてはどうかという考え方がある。

・・提案者の方からものを売ることには特にはこだわらない。提案者の方からものを売ることには特にはこだわらない。それよりも大和市の緑地率の低下の問題、それよりも大和市の緑地率の低下の問題、荒廃農地荒廃農地

が問題だということだった。が問題だということだった。農地は農作物を作るだけではなく環境保全や緑地という点からも大切な問題であり、農地は農作物を作るだけではなく環境保全や緑地という点からも大切な問題であり、

安心安心・・安全な野菜を手に入れたいという方は必ずいるということで、安全な野菜を手に入れたいという方は必ずいるということで、形にはこだわらないということであった。形にはこだわらないということであった。

・・そこでこの提案についてはもう一度修正をかけてみて修正案を作ってみようと言うことになった。そこでこの提案についてはもう一度修正をかけてみて修正案を作ってみようと言うことになった。法律に抵触法律に抵触

しないようにもう一度再構築することになった。しないようにもう一度再構築することになった。

・・時期的にはここ一週間か十日ぐらいの間にもう一度集まることになった。時期的にはここ一週間か十日ぐらいの間にもう一度集まることになった。
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　１．　１．いざという時のお隣近所いざという時のお隣近所

・・防災ネットワークを張り巡らすということで、防災ネットワークを張り巡らすということで、提案者の提案者の

方は非常にきめ細かな具体的なネットワークをねらってい方は非常にきめ細かな具体的なネットワークをねらってい

る。る。市が考えている防災のネットワークには自治会をベー市が考えている防災のネットワークには自治会をベー

スにした自主組織というものがある。スにした自主組織というものがある。これも活発な活動をこれも活発な活動を

している。している。

・・この二つをドッキングさせてやっていこうということでこの二つをドッキングさせてやっていこうということで

ある。ある。

・・しかも一地域に限定してはいけないという行政の基本的しかも一地域に限定してはいけないという行政の基本的

な考え方もあるので、な考え方もあるので、次の会議では防災対策課と対象範囲次の会議では防災対策課と対象範囲

をどう考えるかを調整してもらうということで日時を設定をどう考えるかを調整してもらうということで日時を設定

した。した。

・・上からいわれた官制の防災組織ではなくて、上からいわれた官制の防災組織ではなくて、あくまでもあくまでも

コミュニティが主体となって防災していくという視点にコミュニティが主体となって防災していくという視点に

立っているすばらしい提案である。立っているすばらしい提案である。

６．６．生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業　　

・・海老名市などでは既に行われているということです。海老名市などでは既に行われているということです。

大和市はこの問題については今まで検討しているにもか大和市はこの問題については今まで検討しているにもか

かわらず、かわらず、その情報を公開していないという提案者の指その情報を公開していないという提案者の指

摘があった。摘があった。

・・大和市の考えをまず聞こうということから始まった。大和市の考えをまず聞こうということから始まった。

提案者の考え方も理念はしっかりしているが具体性にか提案者の考え方も理念はしっかりしているが具体性にか

けている点が指摘された。けている点が指摘された。

・・まず市が今までの情報を公開してそこでやっていこうまず市が今までの情報を公開してそこでやっていこう

ということである。ということである。

・・市がどこまでこの問題について本気かどうかがポイン市がどこまでこの問題について本気かどうかがポイン

トになる。トになる。

・・日時については調整することになった。日時については調整することになった。

　　７．７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

・・一見私的な事業を行政がバックアップするように見えますが、一見私的な事業を行政がバックアップするように見えますが、そうではそうでは

ないということである。ないということである。

・・一つは相模大塚一体のまちづくりという観点から考えてみようというこ一つは相模大塚一体のまちづくりという観点から考えてみようというこ

とで、とで、何らかの公共的なスペースを含んだ開発をするということです。何らかの公共的なスペースを含んだ開発をするということです。

公共的スペースとは、公共的スペースとは、例えば市民活動課が進めようとしている活動の拠例えば市民活動課が進めようとしている活動の拠

点とかコミュニティサロンなども入れ込んだらどうかということ。点とかコミュニティサロンなども入れ込んだらどうかということ。

・・人々が集まって消費したり知恵を出し合ったりする場所を儲けていきた人々が集まって消費したり知恵を出し合ったりする場所を儲けていきた

いということです。いということです。

・・これについては今まで何回も市に要請したが、これについては今まで何回も市に要請したが、却下されているそうで却下されているそうで

す。す。この提案も前のものも行政に対する何らかの不信があるようだが、この提案も前のものも行政に対する何らかの不信があるようだが、

過去できなかったら駄目だということではなく新しい可能性を見いだす過去できなかったら駄目だということではなく新しい可能性を見いだす

というところに新しい公共という言葉が生きてくるということで行政のというところに新しい公共という言葉が生きてくるということで行政の

壁をうち破ろうということで意見が一致した。壁をうち破ろうということで意見が一致した。

　　　１．　　　１．いざという時のお隣近所　　６．いざという時のお隣近所　　６．生ゴミ分別回収事業　生ゴミ分別回収事業　

　　　７．　　　７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業
ＤグループＤグループ

１３．１３．大和市男女共同参画に関する市民意識調査　大和市男女共同参画に関する市民意識調査　

１４．１４．市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

１４．１４．市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

・・これは大和市の条例で公設で運営を市民がするということになっている。これは大和市の条例で公設で運営を市民がするということになっている。オープンは来年の１月の予定。オープンは来年の１月の予定。そのためそのため

に今年の４月から拠点の準備会が動き出している。に今年の４月から拠点の準備会が動き出している。

・・担当は市民活動課。担当は市民活動課。拠点準備会にもっと多くの方に参加して欲しい。拠点準備会にもっと多くの方に参加して欲しい。これが運営委員会に移行していくことになるこれが運営委員会に移行していくことになる

が、が、ここにもっと多くの方が参加して欲しいということで市側からの提案になった。ここにもっと多くの方が参加して欲しいということで市側からの提案になった。

・・準備会は既に月に二回ずつ開催されてるのでそこで推進委員も加わって調整していきたいと考えている。準備会は既に月に二回ずつ開催されてるのでそこで推進委員も加わって調整していきたいと考えている。

・・そこに是非参加していただいて、そこに是非参加していただいて、より良い運営委員会を立ち上げる方向で行きたいと思っています。より良い運営委員会を立ち上げる方向で行きたいと思っています。

１３．１３．大和市男女共同参画に関する市民意識調査大和市男女共同参画に関する市民意識調査

・・このグループは行政からの提案。このグループは行政からの提案。この提案は市民活動課からこの提案は市民活動課から

の提案になっている。の提案になっている。

・・相手の団体は地元の大学ということでセシリア大学。相手の団体は地元の大学ということでセシリア大学。そちらそちら

の方ともある程度の話は進んでいるとのこと。の方ともある程度の話は進んでいるとのこと。昨年共同参画の昨年共同参画の

セミナーを一緒に開催した実績があるということで協働提案のセミナーを一緒に開催した実績があるということで協働提案の

相手に選ばれたということ。相手に選ばれたということ。今日は残念ながらそちらの大学の今日は残念ながらそちらの大学の

関係者が欠席なので具体的な話を聞くことはできなかった。関係者が欠席なので具体的な話を聞くことはできなかった。

・・一週間以内に推進委員も含めた三者の会議を持つ予定。一週間以内に推進委員も含めた三者の会議を持つ予定。

EEグループグループ

20042004６月６月1313日日  公開シンポジウムニュース公開シンポジウムニュース



 
悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

防止の分野という考え方で、防止の分野という考え方で、中学校に中学校に

入ってほしいと思います。入ってほしいと思います。関心がない関心がない

子どもたちが、子どもたちが、話を聞いて大きく心を話を聞いて大きく心を

動かされて動かされて「聞いてよかった」「聞いてよかった」「誰も「誰も

教えてくれなかったけど、教えてくれなかったけど、知ってよ知ってよ

かった！！」かった！！」という子どもたちの声をという子どもたちの声を

よく聞いています。よく聞いています。是非学校へ！是非学校へ！

 

 
 

 

市は財政難なので、市は財政難なので、あまりお金は期待せず、あまりお金は期待せず、

ここに参加提案したみなさん同志で連携しここに参加提案したみなさん同志で連携し

て、て、勝手に事業をしたらいいと思います。勝手に事業をしたらいいと思います。市市

民のためのウェブサイトで宣伝して、民のためのウェブサイトで宣伝して、みんなみんな

でそこに宣伝を頼んで、でそこに宣伝を頼んで、農業も堆肥はある農業も堆肥はある

し、し、宅配グループもあるし子どもに関する宅配グループもあるし子どもに関する

団体もこれだけそろえばみんなで協力したら団体もこれだけそろえばみんなで協力したら

すごいことができそうです。すごいことができそうです。

 

 

福祉部門に関する福祉部門に関する

ものは行政の縦割ものは行政の縦割

りの発想に限界がりの発想に限界が

あり、あり、今回の調整今回の調整

は、は、各課でいっしょ各課でいっしょ

に行うことで、に行うことで、期待期待

したいところです。したいところです。

このような機会をつくっていただいたことに感謝しこのような機会をつくっていただいたことに感謝し

ております。ております。提供に対して我々ではわからない問題提供に対して我々ではわからない問題

点が多くあり、点が多くあり、大変参考になりました。大変参考になりました。各ご意見を各ご意見を

踏まえて、踏まえて、今後対応したいと考えております。今後対応したいと考えております。

市民活動センター市民活動センター：：都都

市整備課街づくり推市整備課街づくり推

進担当も混ぜて！進担当も混ぜて！

今日の感想今日の感想：：公開プレ公開プレ

ゼンテーションは初ゼンテーションは初

めて出ましたが、めて出ましたが、とてとて

も面白かったです。も面白かったです。

提案提案：：「６、「６、生ゴミ分別回収生ゴミ分別回収

事業」事業」「１１、「１１、ホームファーホームファー

マー制度を支援」マー制度を支援」とは協働でとは協働で

きるのではないでしょうか？きるのではないでしょうか？

 

各地域で住民のニーズに応えて活動している市民団体は各地域で住民のニーズに応えて活動している市民団体は

いずれも市にＰＲをしてほしいと願っている。いずれも市にＰＲをしてほしいと願っている。問われる問われる

のは、のは、協働という形でなくても、協働という形でなくても、市の職員の方々がどれ市の職員の方々がどれ

だけ自分の所管関係の市民団体や市民が活動しているのだけ自分の所管関係の市民団体や市民が活動しているの

かを知っている事そしてネットワークをもつ努力をしてかを知っている事そしてネットワークをもつ努力をして

もらいたいと感じた。もらいたいと感じた。協働提案は市民の側からのネット協働提案は市民の側からのネット

ワークへの呼びかけ、ワークへの呼びかけ、働きかけだと感じました。働きかけだと感じました。
協働提案しまして、協働提案しまして、いろいろな活動をしている方といろいろな活動をしている方と

知り合えて良かったです。知り合えて良かったです。またＣＡＰ活動に意見等またＣＡＰ活動に意見等

頂けてよい機会を得られました。頂けてよい機会を得られました。市民、市民、行政の方々行政の方々

にサポートして頂いてＣＡＰ活動を築いていきたいにサポートして頂いてＣＡＰ活動を築いていきたい

と思います。と思います。そして、そして、ネットワークの大切さも痛感ネットワークの大切さも痛感

しました。しました。ネットワークを立ち上げ確立していくこネットワークを立ち上げ確立していくこ

とを望みます。とを望みます。

 

 

協働による市民意識調査は協働による市民意識調査は

環境部で行われたことがあ環境部で行われたことがあ

るので、るので、初とはなりません。初とはなりません。

２、２、コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業

３、３、子供たちの暮らしやすい地域創り子供たちの暮らしやすい地域創り

８、８、悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

１１、１１、CAPCAPプログラムプログラム（子供への暴力防止プログラム）（子供への暴力防止プログラム）

提供事業ネットワークにも期待します。提供事業ネットワークにも期待します。

【アドバイスカードから】【アドバイスカードから】

【河崎副代表からのあいさつ】【河崎副代表からのあいさつ】

　去年協働事業についての公開プレゼンテーションというのが始まりました。　去年協働事業についての公開プレゼンテーションというのが始まりました。その時その時

は私ども推進委員もはじめての経験でドタバタしていたという記憶があります。は私ども推進委員もはじめての経験でドタバタしていたという記憶があります。今日今日

は二回目ということで事業数も去年の半分位ということで参加した方々も十分な討議は二回目ということで事業数も去年の半分位ということで参加した方々も十分な討議

ができたのではないでしょうか。ができたのではないでしょうか。土日に市役所が使えるようになったというのも今年土日に市役所が使えるようになったというのも今年

の大きな特徴です。の大きな特徴です。市役所の中で公開プレゼンテーションができたというのも良かっ市役所の中で公開プレゼンテーションができたというのも良かっ

たと思います。たと思います。私自身も福祉関係のＮＰＯをやっていますが、私自身も福祉関係のＮＰＯをやっていますが、子どもの問題、子どもの問題、高齢者高齢者

の問題、の問題、環境問題等様々な問題でこんなにたくさんの大和市民の方がまちづくりに関環境問題等様々な問題でこんなにたくさんの大和市民の方がまちづくりに関

わっているということに胸が熱くなりました。わっているということに胸が熱くなりました。今年は、今年は、行政側からもはじめて協働事行政側からもはじめて協働事

業の提案があったということも大きな特徴です。業の提案があったということも大きな特徴です。これに関しては、これに関しては、推進会議の方もま推進会議の方もま

だきちんとしたシステムやノウハウを持っていません。だきちんとしたシステムやノウハウを持っていません。全国初の試みだということで全国初の試みだということで

すが、すが、行政側から協働の提案が出てきたということを大事にしながら新たなシステム行政側から協働の提案が出てきたということを大事にしながら新たなシステム

を作り上げることができるように経験を積み上げていきたいと考えています。を作り上げることができるように経験を積み上げていきたいと考えています。協働と協働と

委託というところの違いは、委託というところの違いは、対等性というところが大きいと思います。対等性というところが大きいと思います。委託で十分な委託で十分な

サービスが行われるのであれば委託でもいいのでしょうが、サービスが行われるのであれば委託でもいいのでしょうが、協働事業とすることでそ協働事業とすることでそ

こに主体が絡んでより市民のニーズにあったより良いサービスができるようになるもこに主体が絡んでより市民のニーズにあったより良いサービスができるようになるも

のについてはどんどん協働事業とすべきであろうと市民の側としては思っています。のについてはどんどん協働事業とすべきであろうと市民の側としては思っています。

来年は行政の側からも市民の側からももっともっとたくさんの提案が出ることを期待来年は行政の側からも市民の側からももっともっとたくさんの提案が出ることを期待

しまして挨拶とさせていただきます。しまして挨拶とさせていただきます。どうもお疲れさまでした。どうもお疲れさまでした。

最後にこの日の公開プレゼンテーションのまとめとして協働推進委員の河崎さんよりあいさつがあり、最後にこの日の公開プレゼンテーションのまとめとして協働推進委員の河崎さんよりあいさつがあり、この公開この公開

プレゼンテーションの感想をプレゼンテーションの感想を「アドバイスカード」「アドバイスカード」に記入して頂きました。に記入して頂きました。


